
第６回PDA
中学生即興型
英語ディベート
全国大会
The 6th PDA 
Junior High School Parliamentary Debate
National Competition

【共催】大阪公立大学

【後援】朝日新聞社、朝日中高生新聞、一般社団法人 日本英語交流連盟、

JSPS San Francisco Office

【助成】公益財団法人 日本財団、公益財団法人 KDDI財団

【協賛】小学生中学生向けTOEFL Primary、中学生高校生向けTOEFL Junior【株式会社ダンケゼア】

【主催】一般社団法人 パーラメンタリーディベート人財育成協会（PDA）

参加校

   (山形) 山形県立東桜学館中学校

   (茨城) 茨城県立太田第一高等学校附属中学校

茨城県立勝田中等教育学校

   (栃木) 栃木県立宇都宮東高等学校附属中学校

   (埼玉) 開智中学高等学校

   (千葉) 東邦大学付属東邦中学校

翔凜中学校

   (東京) 筑波大学附属駒場中学校

筑波大学附属中学校

東京都立大泉高等学校附属中学校

東京都立富士高等学校附属中学校

東京都立三鷹中等教育学校

東京都立武蔵高等学校附属中学校

品川女子学院中等部

白百合学園中学高等学校

東洋英和女学院中学部

獨協中学高等学校

武蔵高等学校中学校

(神奈川) 横浜市立横浜サイエンスフロンティア高等学校附属中学校

浅野中学校

栄光学園中学校

湘南白百合学園中学・高等学校

聖光学院中学校高等学校

洗足学園中学高等学校

   (愛知) 大成中学校

東海中学校

南山中学校女子部

   (兵庫) 神戸大学附属中等教育学校

　(岡山) 岡山県立岡山大安寺中等教育学校

   (広島) 広島学院中学校・高等学校

   (徳島) 徳島県立城ノ内中等教育学校

   (熊本) 熊本県立八代中学校

   (宮崎) 宮崎県立宮崎西高等学校附属中学校

33校



趣旨

一般社団法人パーラメンタリーディベート人財育成協会(PDA)では、

グローバルに活躍する人財育成の一手法として、英語での発信力、

論理的思考力、幅広い知識・考え方、プレゼンテーション力、コミュニケーション力

などの複数の力を効果的に訓練可能な即興型英語ディベートを推進しています。

本大会では、即興型英語ディベートの普段の練習の成果を試し、

全国の中学生と議論を交わすことで、さらなる成長・学習意欲を

促すことを目的とします。

授業での取り組み成果を発揮できるよう、形式は授業導入可能なフォーマットです。

参照：文部科学省助成事業 http://englishdebate.org/debate/  

スケジュール

日程

09:40　受付

10:00　開会式

10:20　ラウンド1

11:20　昼食交流会（11：50 ～12：20）

12:10　ラウンド2

13:20　ラウンド3

14:30　決勝進出チーム発表、決勝準備

14:35　キーノート

14:50　決勝

15:20　表彰式、アンケート

15:40　終了

2023年3月19日（日）

第6回PDA中学生即興型英語ディベート全国大会へのご参加をありがとうございます。

毎年参加校数が増えており、中学生が英語を使って即興で議論する取り組みへの

関心が高まっていることを感じます。

高等学校の新学習指導要領では、2022年度から英語科の新科目「論理・表現」が掲げられ、

活動としてディベートが明記されています。本大会で取り扱うディベートは、授業の50分で

完結する形式であり、中学生にとって近い将来役立つ内容です。英語で発信する力のほか、

様々な論題について多様な視点から考える力を鍛える一助となることを願っています。

キーノートレクチャーもお楽しみください。

ご挨拶

一般社団法人パーラメンタリーディベート人財育成協会（PDA）代表理事

中川智皓（大阪公立大学工学研究科・准教授）

カリフォルニア大学バークレー校 客員研究員

JSTさきがけ研究員

東京大学生産技術研究所 リサーチフェロー

理化学研究所 客員研究員

寝屋川市教育委員

この度は全国大会の開催およびご出場おめでとうございます。

日本に来ている留学生や海外の学生と接する中で、海外の学生の論理的思考力や

プレゼンテーション力の高さを感じる機会が多くあります。

私自身このような大会を拝見させていただくのは初めてで、普段から学術的な学会でも

議論になるような題材を皆さんがどのように討論をされるのか、とても楽しみにしています。

オンライン討論の場合には対面にはない「間」の取り方の難しさもあるかと思いますが、

それも経験として楽しみながら更なる発展に向けて進んでいただきたいと思います。

キーノートスピーカーからのメッセージ

東京工業大学 科学技術創成研究院 准教授

吉村 奈津江 氏

東京工業大学 科学技術創成研究院 准教授

吉村 奈津江 氏
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